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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.２０ 

地域文化賞受賞記念 

一
昨
年
か
ら
昨
年
に
か
け
て
、
篠
原
の
畑
の
様
相
が

大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
、
気
付
か
れ
た
方
が
多

い
筈
で
あ
る
。
荒
れ
地
や
遊
休
農
地
を
新
し
い
玉
葱
畑

に
再
生
す
る
事
業
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
篠
原
農
業

に
と
っ
て
一
大
転
機
の
あ
り
が
た
い
趨
勢
で
あ
る
。 

こ
こ
に
至
る
歴
史
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
。 

 
 

玉
葱
の
特
産
物
化
は
大
正
十
年 

明
治
四
十
四
年
に
田
畑
に
住
む
加
藤
音
吉
と

い
う
人
が
、
実
家
の
あ
る
知
多
か
ら
種
子
を
導

入
し
た
の
が
、
こ
の
地
に
お
け
る
玉
葱
栽
培
の

始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
作
付
面
積
を
徐
々
に

増
や
し
て
き
た
が
、
篠
原
村
農
会
の
指
導
で
大

量
の
種
子
を
和
歌
山
県
か
ら
購
入
し
、
篠
原
の

玉
葱
を
特
産
物
化
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
大
正

十
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。（
『
浜
風
と
街
道
』
） 

日
本
一
の
早
出
し
玉
葱 

和
歌
山
県
、
大
阪
府
や
愛
知
県
か
ら
購
入
し

て
い
た
種
子
を
、
農
協
や
篤
農
家
の
尽
力
で
自

家
採
種
に
取
組
ま
れ
た
の
は
昭
和
二
十
八
年
で

あ
る
。
そ
れ
以
来
毎
年
母
球
の
選
抜
栽
培
が
繰

り
返
さ
れ
「
極
早
生
」
品
種
に
よ
り
、
現
在
で

は
年
内
に
も
出
荷
さ
れ
る
白
玉
葱
の
「
サ
ラ
ダ

オ
ニ
オ
ン
」
と
黄
玉
葱
の
「
新
玉
葱
」
と
し
て

日
本
一
の
早
出
し
玉
葱
の
体
制
が
出
来
上
が
っ

て
き
た
。
そ
の
一
方
で
課
題
も
迫
っ
て
き
た
。 

篠
原
玉
葱
に
と
っ
て
の
差
し
迫
っ
た
課
題 

最
大
の
課
題
は
平
均
年
齢
七
十
四
才
位
と
想

定
さ
れ
る
高
齢
化
と
、
農
業
後
継
者
が
い
な
い

世
帯
の
割
合
が
約
三
分
の
ニ
を
占
め
る
等
か
ら

く
る
、
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
の
急
速
な
増

大
で
、
百
㌶
を
割
り
込
も
う
と
す
る
耕
作
面
積
。

そ
し
て
約
十
億
円
ま
で
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
玉

葱
生
産
の
縮
小
化
で
あ
る
。 

そ
の
救
世
主
に
な
れ
る
か
㈱
と
ぴ
あ
ふ
ぁ
ー
夢 

そ
ん
な
中
、
平
成
二
十
二
年
七
月
、
「
㈱
と
ぴ
あ
ふ

ぁ
ー
夢
」
が
設
立
し
た
。
減
少
す
る
玉
葱
生
産
出
荷
量
、

増
加
す
る
遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
新
た
な
担
い
手
の
育
成
、
農
地
利
用
集
積
円

滑
化
事
業
を
活
用
し
、
玉
葱
産
地
振
興
を
図
る
仕
組
み

を
目
指
し
た
Ｊ
Ａ
出
資
型
農
業
法
人
で
あ
る
。 

具
体
的
に
は
、
「
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
」
が
、
遊
休
農

地
や
耕
作
放
棄
地
の
地
権
者
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

次
の
優
先
順
位
で
、《
①
地
域
の
農
業
者
、
②
地
区
（
西

地
区
）
の
農
業
者
、
③
管
内
（
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
）
の

農
業
者
》
に
貸
し
付
け
て
い
く
。
そ
れ
で
も
借
り
手
が

無
い
場
合
は
㈱
と
ぴ
あ
ふ
ぁ
ー
夢
が
当
面
耕
作
す
る
。 

即
ち
遊
休
農
地
を
耕
作
し
な
が
ら
集
積
し
、
や
る
気

の
あ
る
農
業
者
へ
転
貸
し
て
い
き
、
集
積
し
た
農
地
の

受
け
手
が
い
な
い
場
合
は
、
「
が
ん
ば
る
新
農
業
人
支

援
事
業
」
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
の
れ
ん
分
け
を
行

う
。
そ
し
て
同
法
人
で
は
農
業
機
械
の
貸
出
し
や
作
業

受
託
を
事
業
化
し
、
農
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

耕
作
地
再
生
へ
生
み
の
苦
し
み
数
々 

目
標
の
十
㌶
の
耕
作
放
棄
地
の
再
生
は

草
刈
り
、
天
地
返
え
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
下
か
ら
マ
ル
チ
シ
ー
ト
、
大
小
様
々

な
石
、
鉄
パ
イ
プ
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
残
骸

等
が
出
て
、
作
業
は
最
初
か
ら
難
航
し
た
。 

土
壌
改
良
と
土
壌
消
毒
で
は
、
こ
の
地
域
特
有
の
強

風
で
、
百
五
十
㎝
幅
の
マ
ル
チ
シ
ー
ト
が
、
飛
ば
さ
れ

畝
立
が
う
ま
く
で
き
な
い
。
育
苗
が
不
足
し
、
全
自
動

定
植
機
の
使
用
断
念
、
そ
の
他
除
草
作
業
、
大
雨
で
排

水
不
良
が
長
く
続
き
、
苗
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
等
、
問

題
が
次
々
に
出
て
予
定
ど
お
り
進
ま
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
都
度
関
係
者
の
協
力
で
対

応
し
て
乗
り
切
っ
て
い
る
。 

新
し
い
風
が
吹
き
始
め
た
篠
原
の
玉
葱
畑 

他
地
域
か
ら
の
若
い
農
業
人
が
活
躍
し
始
め
た
。 

自
動
種
蒔
機
、
自
動
定
植
機
等
機
械
化
、
大
規
模
化

と
そ
れ
に
伴
う
四
条
植
え
の
台
頭
。 

玉
葱
に
適
し
た
こ
の
風
土
が
蘇
り
つ
つ
あ
る
中
、
こ

の
地
区
に
住
む
住
人
、
特
に
若
人
に
期
待
し
た
い
。 

「
㈱
と
ぴ
あ
ふ
ぁ
ー
夢
」
の
理
念
―
農
業
に
夢
を
与

え
、
農
業
で
夢
を
実
現
さ
せ
、
農
業
を
次
世
代
へ
ー
に

期
待
を
込
め
見
守
り
た
い
。 

Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

平成２３年度主な活動 

★ 山下孝先生講座 

①奈良・世界遺産の裏表 

②広重五十三次→街道の見方 

★本年のテーマ 

・合併頃の史実掘り起し 

・郷土資料室新テーマ掲示 

★ 主な自由研究 

・篠原村誌増補篇と昭和の時代 

・加宿と助郷 

・終戦直後の塩つくり 

・年貢皆済手記より 

・篠原旧街道の店模様 

・東南海地震と大震災 

・井伊氏と日蓮上人 

・浜名湖上交通の変遷等 

★ バス旅行／小旅行 

・近江路を訪ねる「彦根城」 

・郷土の偉人記念館巡り 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 
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一
．
は
じ
め
に 

 
わ
が
町
馬
郡
町
は
、
西
馬
郡
と
東
馬
郡
の
二
つ
の
地

区
に
分
か
れ
て
い
る
。
西
馬
郡
地
区
に
は
、
日
蓮
宗
の

東
本
徳
寺
と
西
本
徳
寺
が
あ
る
。
地
区
の
家
々
の
宗
派

は
殆
ど
が
日
蓮
宗
で
、
こ
の
寺
の
檀
家
で
あ
る
。
こ
れ

は
六
百
余
年
前
、
身
延
山
十
一
代
管
長
の
日
朝
上
人
が

全
国
行
脚
の
折
こ
の
地
を
訪
れ
た
。
そ
の
際
村
民
の
希

望
に
よ
り
、
日
朝
上
人
を
開
祖
と
し
て
日
蓮
宗
の
ニ
寺

が
建
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。 

 

さ
て
、
こ
の
日
蓮
宗
の
開
祖
で
あ
る
日
蓮
上
人
が
、

藤
原
氏
の
流
れ
を
汲
む
井
伊
谷
の
井
伊
氏
の
出
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
は
最
近
井
伊
氏
の
菩

提
寺
で
あ
る
龍
潭
寺
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
遠
江
井
伊
氏

物
語
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。 

 

こ
の
日
蓮
上
人
が
井
伊
氏
の
出
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
家
紋
が
井
伊
氏
と
日
蓮
上
人
は
井
桁
に
橘
で
同

じ
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
十
年
程
前
、
同
窓
会
の
折
、
袋

井
の
土
屋
君
か
ら
袋
井
の
町
に
日
蓮
上
人
ゆ
か
り
の

妙
日
寺
が
あ
る
こ
と
。
こ
こ
に
は
上
人
の
ご
両
親
の
墓

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
聞
い
た
。
そ
れ
で
妙
日
寺
を
尋
ね

て
、
住
職
の
説
明
も
聞
い
た
が
、
井
伊
氏
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
で
い
た
。 

ニ
．
井
伊
氏
の
こ
と
「
遠
江
井
伊
氏
物
語
」
よ
り 

 

井
伊
氏
は
、
名
門
藤
原
氏
よ
り
出
て
い
る
と
井
伊
氏

系
図
は
記
し
て
い
る
。
平
安
時
代
、
藤
原
良
門
の
流
れ

を
引
く
藤
原
共
資
が
、
遠
江
守か

み

と
し
て
遠
江
国
村
櫛
の

郷
に
下
る
。
そ
の
共
資
の
養
子
と
な
っ
た
地
元
の
共
保

を
井
伊
氏
の
祖
と
す
る
。 

 

初
代
共
保
は
、
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
出
生
、
寛

治
七
年
（
一
〇
九
三
）
に
没
し
て
い
る
。
共
保
に
は
正

月
元
旦
、
渭
伊
八
幡
宮
の
御
手
洗
の
井
戸
よ
り
生
ま
れ

た
と
の
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。
共
資
の
養
子
と
な
っ

た
共
保
は
、
後
に
井
伊
谷
に
居
を
構
え
、
姓
を
井
伊
と

改
め
井
の
形
で
あ
る
「
井
桁
」
と
傍
ら
に
咲
い
て
い
た

「
橘
」
を
家
紋
と
し
た
と
伝
え
て
い
る
。 

 

共
保
に
至
る
系
譜
に
は
諸
説
が
あ
る
。
地
元
に
残
る

一
説
に
は
、
律
令
期
井
伊
郷
に
下
っ
た
田
島
守
の
後
裔

に
三
宅
好
用
な
る
人
物
が
い
る
。
そ
の
四
代
目
井
端
谷

篤
茂
の

女
む
す
め

の
子
が
共
保
で
あ
る
と
い
う
。
井
伊
谷
に

あ
る
ニ
宮
神
社
は
、
前
身
が
三
宅
氏
の
田
島
守
を
祀
る

式
内
社
三
宅
神
社
で
あ
っ
た
と
神
社
史
が
伝
え
て
い

る
。 三

．
各
時
代
の
井
伊
氏 

平
安
時
代
、
共
保
没
後
六
十
年
の
保
元
元
年
（
一
一

五
六
）
保
元
の
乱
が
起
き
る
。
後
白
河
天
皇
方
の
源
義

朝
に
従
う
遠
江
の
武
士
と
し
て
横
地
、
勝
間
田
、
井
の

八
郎
の
名
が
「
保
元
物
語
」
に
登
場
し
て
い
る
。
日
本

歴
史
上
十
世
紀
頃
は
、
全
国
的
に
武
士
が
出
現
し
て
い

る
。
井
伊
氏
は
遠
江
の
武
士
団
横
地
、
勝
間
田
と
共
に

東
国
に
拠
点
を
持
つ
清
和
源
氏
を
棟
梁
と
仰
ぎ
活
躍

し
て
い
る
。
井
の
八
郎
と
共
に
働
い
た
横
地
氏
の
本
籍

地
菊
川
市
に
は
興
味
深
い
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
横
地
氏
の
祖
太
郎
家
永
は
前
九
年
の
役
奥

州
で
安
倍
氏
討
伐
に
向
か
っ
た
源
義
家
の
子
で
あ
る
。

そ
の
三
代
目
横
地
永
宗
二
十
五
歳
が
保
元
の
乱
で
源

義
朝
を
助
け
て
戦
功
を
あ
げ
た
と
伝
え
て
い
る
。 

鎌
倉
時
代
に
入
り
源
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
と
な
る
。

東
大
寺
供
養
に
上
京
の
際
、
供
奉
二
十
ニ
番
目
に
井
伊

介
、
横
地
太
郎
、
勝
田
玄
蕃
助
と
「
吾
妻
鏡
」
に
あ
る
。

尚
こ
の
時
代
の
井
伊
家
系
図
に
先
述
し
た
貫
名
井
伊

氏
の
末
裔
に
日
蓮
上
人
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

南
北
朝
時
代
に
は
、
遠
江
井
ノ
介
が
宗
良
親
王
を
井

伊
奥
山
に
迎
え
て
立
て
籠
る
と
太
平
記
に
あ
る
。 

四
．
井
伊
氏
の
危
機 

戦
国
時
代
に
な
る
と
井
伊
氏
は
今
川
氏
の
た
め
に

井
伊
氏
当
主
ら
相
次
い
で
亡
く
な
る
受
難
時
代
が
続

く
。
二
十
代
直
平
、
今
川
義
元
の
配
下
と
な
る
。
三
男

直
満
、
四
男
直
義
駿
河
に
召
還
さ
れ
義
元
に
よ
り
誅
殺
。 

ニ
十
一
代
直
宗
、
今
川
氏
西
進
策
で
田
原
で
戦
死
。 

二
十
ニ
代
直
盛
、
桶
狭
間
で
、
義
元
と
共
に
戦
死
。 

二
十
三
代
直
親
、
掛
川
城
下
で
今
川
軍
に
よ
り
誅
殺
。 

ニ
十
四
代
直
政
誕
生
。
幼
少
期
は
難
を
避
け
鳳
来
寺

で
過
す
。
こ
う
し
た
危
機
を
乗
り
越
え
、
成
長
し
て
徳

川
家
康
に
仕
え
、
徳
川
四
天
王
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
、

彦
根
藩
主
十
八
万
石
の
大
名
と
な
る
。
な
お
三
十
六
代

直
弼
は
、
幕
末
期
大
老
と
し
て
開
国
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
る
。
な
お
四
十
一
代
直
岳
は
現
在
彦
根
市
に
在

住
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
次
号
に
続
く
） 

 

― 

             

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
伊
氏
略
系
図 

① 
 

 

藤
原
鎌
足 

 

良
門 

 

共
資
―
井
伊
共
保
― 

  

② 
 

③ 
 

④ 
 

⑤ 
 

⑥ 
 

⑦ 

 

共
家
―
共
直
―
惟
直
―
道
直
―
盛
直
―
良
直
― 

  

⑧ 
 

⑨ 
 

⑩ 
 

⑪ 
 

⑫ 
 

⑬ 

彌
直
―
泰
直
―
行
直
―
景
直
―
道
政
―
高
顕
― 

 

⑭ 
 

⑮ 
 

⑯ 
 

⑰ 
 

⑱ 
 

⑲ 

時
直
―
顕
直
―
諄
直
―
成
直
―
忠
直
―
直
氏
― 

 

⑳ 
 

 

直
平
―
直
宗
―
直
盛
―
直
親
―
直
政
―
直
孝
― 

 

 

直
澄
―
直
興 

 

直
弼 

 

直
豪---

-

直
岳 

 ○
数
字
は
井
伊
家
始
祖 

井
伊
共
保
か
ら
の
歴
代 

 

（
彦
根
藩
文
書
調
査
団 

歴
代
戒
名
一
覧
に
よ
る
） 

○21  

○40  

○36  

○27  

○26  

○25  

○24  

○23  

○22  

○41  
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は
じ
め
に 

篠
原
地
区
に
は
河
岸

か

し

と
呼
ば
れ
る
船
着
き
場
が
、
明

治
時
代
か
ら
数
か
所
み
ら
れ
た
。
舞
阪
駅
の
近
く
で
駅

に
運
ば
れ
た
餌
を
養
鰻
池
に
配
達
す
る
た
め
や
、
湖
北

奥
山
半
僧
坊
へ
の
参
詣
に
向
か
う
定
期
船
等
の
た
め

で
、
湖
上
交
通
を
支
え
て
い
た
。 

江
戸
時
代
の
湖
上
交
通 

徳
川
幕
府
は
政
策
上
、
新
居
と
気
賀
に
関
所
を
設
け
、

東
海
道
の
交
通
を
取
り
締
る
と
同
時
に
、
旅
人
や
商
用

荷
物
が
密
か
に
湖
上
を
渡
ら
な
い
よ
う
、
沿
岸
の
村
々

に
監
視
さ
せ
、
舟
に
よ
る
交
通
を
制
限
し
、
漁
や
藻
草

の
採
取
や
作
業
場
通
い
、
今
切
渡
船
、
関
所
管
理
の
公

用
な
ど
、
限
ら
れ
た
物
資
や
人
の
み
許
可
さ
れ
て
い
た
。 

井
ノ
田
川
掘
割
（
堀
留
運
河
） 

明
治
維
新
と
な
っ
て
関
所
が
廃
止
さ
れ
、
湖
上
の
交

通
は
自
由
と
な
っ
た
が
、
交
通
機
関
は
手
こ
ぎ
舟
に
よ

る
和
舟
し
か
な
か
っ
た
。 

浜
松
の
地
は
船
舶
の
投
錨
可
能
な
湊
は
無
く
、
舞

阪
・
新
居
の
今
切
湊
や
掛
塚
湊
ま
で
の
物
資
の
陸
上
移

動
の
費
用
は
甚
大
で
あ
っ
た
。 

こ
の
た
め
浜
松
藩
の
勤
番
組
頭
（
廃
藩
置
県
ま
で
浜

松
城
代
）
井
上
延
陵
と
副
組
頭
の
田
村
弘
蔵
の
二
人
で

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
運
河
を
計
画
し
、
上
新
町

（
浜
松
市
菅
原
町
）
と
入
野
村
（
浜
松
市
入
野
町
）
ま

で
延
長
八
五
〇
間
（
約
一
五
二
〇
㍍
）
幅
四･

五
間
（
約

八･

一
㍍
）
で
、
地
域
の
有
力
者
に
出
資
を
求
め
、
田

畑
二･

九
町
歩
を
買
収
し
、
近
隣
の
十
二
カ
村
か
ら
無

報
酬
の
見
舞
（
掘
割
）
人
足
と
称
す
る
延
二
千
五
十
九

人
の
協
力
に
よ
り
完
工
し
た
。 

新
所
村
（
日
の
岡
）
航
路 

運
河
開
通
と
共
に
会
社
組
織
「
浜
松
堀
留
会
社
」
に

よ
り
営
業
を
始
め
、
和
舟
に
よ
る
浜
名
湖
対
岸
の
新
所

西
方
村
小
ア
ミ
ヤ
ま
で
の
通
船
が
開
始
さ
れ
た
。
所
要

時
間
は
五
～
六
時
間
で
、
運
賃
は
一
人
八
銭
五
厘
（
川

か
か
り
税
一
銭
五
厘
を
含
む
）
で
あ
っ
た
。
な
お
待
合

所
（
通
船
立
場
）
に
乗
客
十
二
人
が
溜
ま
る
と
、
舟
一

艘
が
出
る
規
定
で
、
急
ぐ
場
合
は
十
二
人
分
運
賃
を
支

払
え
ば
ニ
～
三
人
で
も
舟
を
出
す
こ
と
も
出
来
た
。 

明
治
七
年
に
は
一
日
三
百
人
を
超
え
る
利
用
者
が

あ
り
、
名
古
屋
方
面
か
ら
は
、
陶
器
、
穀
類
、
味
噌
醤

油
な
ど
が
、
浜
松
か
ら
は
塩
、
薪
、
炭
、
油
類
、
ろ
う

そ
く
、
茶
、
畳
表
な
ど
が
運
搬
さ
れ
、
地
域
の
殖
産
興

業
に
寄
与
し
た
。 

一
方
対
岸
の
新
所
村
小
ア
ミ
ヤ
で
は
村
長
の
伊
藤

安
七
郎
翁
を
中
心
に
地
名
を
「
日
の
岡
」
に
改
称
す
る

と
共
に
豊
橋
方
面
と
の
新
道
を
開
通
さ
せ
、
地
域
の
興

隆
に
努
め
た
。 

そ
の
結
果
堀
留
運
河
～
浜
名
湖
の
水
路
を
通
る
浜

松
・
豊
橋
間
は
、
東
海
道
で
最
も
近
い
路
と
な
っ
た
。 

当
時
豊
橋
・
浜
松
間
の
郵
便
物
は
、
豊
橋
か
ら
日
の
岡

ま
で
は
、
郵
便
馬
車
と
郵
便
脚
夫
で
逓
送
さ
れ
、
湖
上

と
堀
留
運
河
間
は
、
船
会
社
に
よ
り
三
丁
櫓
の
舟
で
、

そ
し
て
運
河
の
荷
扱
い
所
か
ら
浜
松
郵
便
局
ま
で
の

陸
路
は
脚
夫
に
よ
り
肩
担
ぎ
で
運
搬
さ
れ
て
い
た
。 

井
上
延
陵
の
実
績 

明
治
元
年
（
一
八
六
七
）
浜
松
城
主
と
な
り
、
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
に
堀
留
運
河
を
成
功
さ
せ
た
井
上

延
陵
翁
は
、
そ
の
他
次
の
よ
う
な
実
績
が
あ
っ
た
。 

① 

士
族
授
産
の
た
め
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
成

子
町
に
勧か

ん

工
場

こ

う

ば

を
設
け
た
。 

② 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
四
月
、
浜
松
宿
伝
馬

町
の
小
野
組
大
火
災
に
際
し
、
罹
災
者
の
救
援 

③ 

こ
の
間
浜
松
宿
伝
馬
町
に
第
八
十
ニ
国
立
銀

行
の
設
立
（
明
治
十
一
年
）
、
頭
取
と
な
り
、

遠
州
地
方
の
重
要
金
融
機
関
と
し
た
。 

そ
の
後
の
湖
上
交
通
の
発
達 

新
所
村
日
の
岡
で
も
「
新
所
渡
船
組
合
」
が
会
社
に

改
組
さ
れ
る
と
共
に
、
交
通
機
関
の
発
達
に
着
目
し
、

近
代
郵
便
の
父
と
言
わ
れ
る
前
島
密
の
斡
旋
に
よ
り
、

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
は
伊
藤
安
七
郎
翁
が
堀
留

会
社
と
提
携
し
、
浜
松
町
上
新
町
堀
留
～
新
所
村
日
の

岡
間
に
汽
船
の
航
路
が
設
け
ら
れ
、
一
日
四
往
復
し
た
。 

続
い
て
東
海
道
線
開
通
後
は
、
吉
津
村
鷲
津
駅
を
本

拠
と
す
る
巡
航
船
が
湖
北
の
各
地
を
結
ぶ
よ
う
に
発

展
し
て
き
た
。（
左
図
は
明
治
四
十
年
頃
の
定
期
航
路
） 

参
考
資
料 

「
堀
留
運
河
（
資
料
編
）
」 

 

「
湖
西
文
化
誌
ニ
号
及
び
十
二
号
」 

 

「
浜
名
湖
の
自
然
と
歴
史
と
文
化
」 

 

「
遠
州
地
方
の
交
通
発
達
史
」 

             

  

浜松堀留会社の航路 
上新町堀留-新所村日の岡 

明治 22 年東海道線開通

後は鉄道へ移行し消滅 

浜名湖巡航船㈱ 
航路①：鷲津-三ケ日 

浜名湖巡航船㈱ 
航路②：鷲津-気賀 

湖東巡航船㈱ 
航路：舞阪-村櫛-協和

-大人見等 

井ノ田川掘割 

（堀留運河） 
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浜
風
会
会
長 

山
下
勝
彦 

 
浜
風
会
は
昨
年
十
月
十
一
日
に
、
図
ら
ず
も
浜
松
市

よ
り
平
成
二
十
三
年
度
の
浜
松
市
教
育
文
化
奨
励
賞

（
地
域
文
化
賞
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

身
に
余
る
光
栄
で
す
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た
山
下

孝
先
生
は
じ
め
、
中
央
図
書
館
、
博
物
館
等
の
先
生

方
、
ま
た
様
様
な
場
面
で
資
料
提
供
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
合
せ
会
員
各
位
の
尽

力
、
協
力
に
も
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

先
ず
活
動
経
過
を
述
べ
ま
す
。 

山
下
孝
先
生
と
の
出
会
い
が
浜
風
会
の
ス
タ
ー
ト 

昭
和
六
十
二
年
、
篠
原
小
学
校
で
教
頭
を
さ
れ
て
い

た
山
下
孝
先
生
と
の
出
会
い
が
、
今
あ
る
浜
風
会
に
繋

が
っ
た
と
言
え
ま
す
。
「
篠
育
会
」
の
「
家
庭
教
育
を

考
え
る
会
」
で
、
山
下
孝
先
生
か
ら
青
少
年
の
健
全
育

成
に
は
、
自
分
達
の
住
ん
で
い
る
所
に
愛
着
を
持
た
せ

る
こ
と
が
大
切
だ
等
、
こ
ん
こ
ん
と
教
え
ら
れ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
わ
が
町
文

化
誌
『
浜
風
と
街
道
』
が
出
来
た
わ
け
で
す
。
そ
の
編

集
仲
間
が
、
も
っ
と
勉
強
し
よ
う
と
山
下
孝
先
生
の
講

座
で
再
度
集
い
発
足
し
た
の
が
浜
風
会
で
す
。
名
前
も

そ
の
『
浜
風
と
街
道
』
か
ら
取
っ
て
い
ま
す
。 

子
供
達
に
地
域
の
歴
史
を
解
り
易
く
伝
え
る 

先
生
の
講
座
が
終
了
し
た
後
も
、
自
分
達
で
古
文
書

等
を
と
お
し
、
中
央
図
書
館
や
、
博
物
館
の
先
生
方
に

も
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
地
域
の
歴
史
を
掘
り
起
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
解
り
易
く
伝
え
よ
う
と

次
の
よ
う
な
成
果
物
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。 

・
「
篠
原
村
誌
」、
「
篠
原
村
誌
続
編
」
の
復
刻 

・
小
学
校
へ
「
ふ
る
さ
と
資
料
室
」
の
開
設 

・
「
私
の
戦
争
体
験
」
発
行 

・
「
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
の
発
行 

・
「
里
程
標
」
の
博
物
館
へ
の
寄
贈 

・
「
篠
原
地
区
の
年
表
」
を
公
民
館
へ
設
置
等 

 

浜
風
会
会
報
「
し
の
は
ら
歴
史
便
り
」
発
行 

主
な
活
動
は
毎
月
二
回
の
例
会
で
、
各
自
の
研
究
成

果
を
発
表
し
あ
っ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
十
四
年
か
ら
は
、
活
動
の
成
果
を
更
に
多
く
の

方
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
会
報
を
発
刊
し
ま
し
た
。 

年
に
二
回
、
今
回
で
二
十
号
に
な
り
ま
し
た
。
毎
号

三
百
部
又
は
四
百
部
印
刷
し
て
、
篠
原
小
学
校
、
中
学

校
は
じ
め
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
中
央
図
書
館
、
博
物

館
等
に
配
付
す
る
一
方
、
公
民
館
に
置
い
て
誰
で
も
取

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
報
は
ご
覧
の
よ
う

に
多
く
は
毎
号
、
四
つ
の
テ
ー
マ
に
絞
り
限
ら
れ
た
紙

面
の
中
で
解
り
易
く
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
の
活
動 

 

浜
風
会
は
発
足
以
来
続
い
て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
加

え
、
今
年
に
入
っ
て
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
増
え
、
現
在

二
十
八
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

最
近
世
の
中
の
動
き
解
ら
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

私
達
は
何
を
す
べ
き
か
？
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
？
等
考
え
る
際
、

《
歴
史
》
に
大
き
な
ヒ
ン

ト
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。 

 

い
っ
そ
う
歴
史
に
謙

虚
に
向
き
合
う
こ
と
か

ら
出
直
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

受賞後の例会での報告会 


